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前近代日本人の時間意識










































































































































































































































































































































































































































4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
機械である――さもな
くば、計時機能とは無関係な、宝飾的価値に
過ぎない。ところが、和時計は方針が全く異
なる。不定時法をできるだけ自動的に実現す
べく、驚嘆に価する工夫が盛り込まれている
（実際には半自動だが）。かかる時計文化は、
おそらく世界に類を見ないであろう。これこ
そが日本人の時間意識の根幹にあることだと
筆者は思うのである。ということは、四季の
変化が明瞭で、それにつれて衣食住すべてに
おいて自然との調和を第一とする日本人の感
性、そこに通底しているのだと評してよいと
考える。
　理系の立場から書かれたものでは、不定時
法重視の日本の時刻制度をば、とかく後進性
の現れのように説くことがある。しかし筆者
は必ずしもそうは考えない。自然と人間との
付き合い方、スタンスといったものが、西洋
と日本とでは根本的に異なる、それを反映し
てのことであって、むしろ日本文化の先進性
が奥ゆかしく籠められていると思う。
　時をどんなに細分し、それを精確に表示し
たところで、現実の生活の中では大した意味
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いくつかの例をすぐに見出せる。たとえば、零時
を過ぎて出る電車でも（前日の）終電といい、始
発電車は明け方最初に走り出す電車を指す。深夜
にかけて営業するような店で「25時まで」などと
いう奇妙な看板を出していても、見る者も別に不
審としない。
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感を生じ、よほど呑気で円満な労使関係でなけれ
ば、到底やってはおられない。小稿の結論は、不
定時法に対する日本人の異常なまでの執着、なの
だが、日本史上の俸禄制度が総じて、身分や役職
に伴って固定していたり、仕事量に応じて算定さ
れたりするのは、不定時法の偏重と無関係ではな
かろう。ただし、きちんと検証したうえでの言で
はない。
５）現在では、春分は太陽の黄経が零度、秋分は同
じく180度となる瞬間と定義されており、それを
含む一日を春分の日・秋分の日と呼ぶ。ゆえに、
この値からわかるように、両日の昼夜がちょうど
12時間ずつということにはならない。ちなみに、
そうなるのは本年の場合、３月17日と９月27日で
ある。なお、これらの値はいずれも東京における
中央標準時を以って示した。
６）筆者の書くものでたびたび（ほぼ毎度）記すの
で、またかと思われるであろうが、二十四気とい
う用語について一言する。現在、一般的には
二十四節
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気と呼ぶけれども、本来これは12の中気
と12の節気とが交互になって巡るもので、二十四
気と呼ぶのが正しい。実際、明治以前の資料では
そうなっている。二十四節気なることばがいつか
ら通行したか確かめてはいないが、明治以降の、
言わば誤用に相違ない。ゆえに筆者は、用語とし
てもっぱら二十四気を用いる。
７）この打数の決め方については、一説として次の
ような説明がなされている。すなわち、中国伝統
の陰陽説の下で、陽の極数たる９に注目し、まず
１×９＝９で、最初は９つ。次に２×９＝18で、
その10を省いて８つ、３番目は３×９＝27で、そ
の20を省いて７つ、とする並びを考えたものだと
いう。筆者としては、少々技巧的に過ぎて納得し
がたい気がするが、他にこれぞという案もないの
で一応記しておく。
８）具注暦（陰陽寮の暦博士以下の官人が造る正式
の暦）では、日の出入り時刻を記載する際にのみ、
１日を50刻とする時制に拠っているが、いま煩を
避けて省略する。
９）このことは前近代の人ばかりかというと、決し
てそうでもない。現代人の日常を想い起こせば、
